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統合国際深海掘削計画（IODP）におけるタヒチ島サンゴ礁 

掘削研究に関する記者説明会について 

                      

大学院理学研究科 

 別紙のとおり、3 月 2 日にドイツ・ブレーメンにおいて、昨年 10～11 月にタヒ

チ沖で行われたＩＯＤＰの研究航海で採取されたコアの研究結果についての記者

会見を開催するとの案内が届きましたのでご紹介させていただきます。 

 

昨年 10 月 6 日から 11 月 16 日の間、統合国際深海掘削計画（IODP）において、欧

州の提供する掘削船が南太平洋タヒチ沖で掘削航海を実施しました。我が国からも 4

名の研究者が参加した本航海では、タヒチ沖において、37 孔で掘削を行い、のべ 630m

のコア（柱状の地質資料）を採取しました。採取されたコアについては、2月 13 日か

ら約 1ヶ月間の予定でドイツ・ブレーメン大学において、基礎的データの収集・整理

が行われています。このたび、別紙のとおり、ブレーメンにおいて記者会見を開催す

るとの案内が届きましたのでご紹介させていただきます。 

この陸上研究には、我が国から 8名の研究者が参加し、それぞれの研究分野に応じ

たコアを持ち帰り、さらに詳細な研究を実施することとなります。これにより、最終

氷期以降の過去２万年間の海水準の変動を含む海洋環境の復元が期待されます。 

IODP は、海洋科学掘削船を用いて深海底を掘削することにより、地球環境変動の解

明、地震発生メカニズムの解明、地殻内生命の探求等を目的として研究を行う国際研

究協力プロジェクトであり、2003 年 10 月 1 日より我が国と米国によって開始されま

した。その後、欧州 12 カ国で構成される欧州海洋研究掘削コンソーシアム（ECORD）、

中国が参加し、国際的な推進体制が構築されています。IODP では、我が国が提供する

地球深部探査船「ちきゅう」のほか、米国が提供する科学掘削船、欧州が提供する特

定任務掘削船（MSP）の複数の掘削船を用い、科学目標を達成するため戦略的かつ効

果的に研究を行うこととしています。 



 
 

○我が国から参加する研究者： 

井龍 康文 （東北大学大学院理学研究科地学専攻地圏進化学講座 助教授）

※本航海の共同首席研究者 

杉原 薫 （福岡大学理学部地球圏科学科地学分野 助手） 

松田 博貴 （熊本大学理学部理学科地球変遷学講座 助教授） 

山田  努 （東北大学大学院理学研究科地学専攻地圏進化学講座 助手）

浅海 竜司 （東北大学大学院理学研究科地学専攻地圏進化学講座 COE 

ポスドク研究員） 

藤田 和彦  （琉球大学理学部物質地球科学科 助手） 

町山 栄章 （海洋研究開発機構高知コア研究所 研究員） 

横山  祐典 （東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 専任講師）

 

 

 

（お問い合わせ） 

文部科学省研究開発局海洋地球課 

課      長 佐藤 洋  

深海地球探査企画官 田中 康久 

TEL: 03-6734-4146（直通） 

FAX: 03-6734-4147 

 





記者会見への招待 

「科学者達が全世界的な海水準上昇の謎を解き明かす」 

 

 2 月 13 日より、10 カ国の科学者が IODP のブレーメンコア保管庫に集結し研究を行っています。

科学者達は、珊瑚類の化石が含まれるコアと呼ばれる幅6cm、長さ632m分もの地質試料の分析を

行います。これらのコアは、大規模な地球科学の研究航海（IODP 航海 310 Tahiti Sea level）として、

昨年 10、11 月にタヒチ沖で掘削、採取されたものです。これは、IODP として、欧州海洋研究掘削コ

ンソーシアム（ECORD）が提案、運用を行った 2番目の研究航海になります。 

 

 IODP 研究チームは、サンゴ礁化石を分析することによって、2 万年前に最も寒冷化した最終氷期

以降の全世界的な海水準上昇の時期や遷移について、今までになく高い精度で解明していくことで

しょう。これによって、地球温暖化によってもたらされる現在及び将来的な海水準上昇を理解される

ことが期待されます。また、科学者達はサンゴ礁化石の分析から海表面温度の変化について、特に

この期間におけるエルニーニョ南方振動（※）のような異常気象についての情報を得ることができる

と期待しています。 

 

 今回の記者会見では、本航海の首席研究者であるジルベール・カモワン博士(CNRS-INSU 

CEREGE)と井龍康文助教授（東北大学）が、これまでの研究結果について発表します。皆様のご参

加をお待ちしています。また、最先端の気候学研究の様子を知っていただくため、コア保管庫や研

究室の見学も行います。 

 

（※）エルニーニョ南方振動： 

エルニーニョとは、エクアドルからペルー北部の沿岸で冬期に海面水温が上昇する現象。一方、南

方振動とは、南太平洋低緯度帯の気圧配置の変動のことで、この二つが相互に連動している現象

であることから、エルニーニョ南方振動と総称している。 

 

記者会見 

2006 年 3 月 2 日（木）午前 11 時 

University of Bremen 

MARUM-Building 

Leobener Straße 

 

参加される場合は以下までメールもしくは電話により登録をお願いいたします。 

Albert Gerdes 

DFG Research Center Ocean Margins 

University of Bremen 

Email: agerdes@marum.de 

Phone: +49 ‒ 421 ‒ 218-65540 

詳細は以下ホームページもご参照ください。 

www.ecord.org/exp/tahiti/310.html 
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